
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
３１歳、本気 

プロフィール 昭和50年7月30日生まれ しし座 A型 ３１歳 

市内の小中学校卒業後、伊奈学園総合高校、日本体育大学卒業 明治大大学院（公共政策）在学。 

2005 年、政治に関心がある「ただの若者」が、県内一若い戸田にこそ自分のような存在が必要と

の思いから、一大決心をして「地盤、看板、カバン」なしで市議に挑戦し当選を賜る。 

大前研一氏の｢一新塾｣１６期 若手政治家養成塾事務局長  埼玉坂本龍馬会幹事 教員免許（体育） 

趣味：旅行 読書 音楽鑑賞 Ｂ級グルメ探求   特技：バク転 スキー 宴会芸 

座右の銘：なせば成る（上杉鷹山） 夢：努力したひとが報われる社会の実現！ 
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平成 18年 12月定例会報告 会期：11 月 29 日（水）～12月 14日(木) 

○市長提出議案として、報告案件 1 件、規約案件 2 件、条例案件 7 件、一般案件 9

件、予算案件10件の計 29件の議案が提出され、すべて原案のとおり可決しました。 

●議員提出議案として、意見書 5 件の議案が提出され、2 件の意見書の提出が決議

されました。 

市長提出案件から 

☆6 月議会で私が強く実現を求めた事業の「病児・病後児保育事業」が、早くも 1 月 4

日からスタートすることになりました。北戸田駅東口前に「病児、病後児保育所」が開

設され、子供が病気になっても 1 日 2000 円で 8 時～18 時まで保育します。県内では

2箇所のみの施設です。 

☆青少年の居場所づくり、自主的な遊び場づくりとして、1 月 13 日から戸田公園駅前

に多目的広場「青少年の広場」が開設されることになりました。夜間照明付、3 オン 3

（バスケ）ゴールが設置され、子供が安全に自由に遊べる広場です。 

☆不審者の情報などを無料でメール配信する「安心安全情報サービス」がはじまりま

した。情報を双方向で共有することにより、犯罪を未然に防ぐ市民通信ネットワーク網

です。→詳細は安心まちづくり課へ（内線３７０） 

☆7年間適正化を見送っていた国民健康保険税の税率が改正されました。支え合い、

持続できる健全な国保事業運営のため、段階的な負担の適正化をはかります。 

議員提出議案から（意見書 2件） 

★日本司法支援センター（愛称・法テラス）のさらなる体制整備・充実を求める意見書 

★子育て女性再就職支援の早期実現を求める意見書 

 

 

京都府南丹市で家畜の糞からリサイクル

された出来たての堆肥を握りしめる 

 

戸田市議会初！！見てわかる「おもいッき

りテレビ風フリップ」で議会に臨む。 
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健全なる「カンパ」のお願い 

地盤、看板、カバンなしでゼロから政治活動をはじめました。まじめ

な政治活動の応援カンパを募集中です。（１口 100円～） 

巣鴨信用金庫 西浦和支店 3113812 すがわら文仁 後援会 

発行 菅原文仁後援会 美女木 8-21-6 TEL422-1673 後援会討議資料 

米
カ
ー
タ
ー
政
権

下
で
航
空
業
界
の

自
由
化
を
手
が
け

た
、
政
策
科
学
者
の

デ
ニ
ス
・
ク
イ
ン

（
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ

ン
大
教
授
）
に
民
主

主
義
国
家
に
つ
い

て
学
ぶ
菅
原
←  

防犯対策について 

★青色防犯灯※を設置してさらなる犯罪数の削減を！ 

○市の犯罪発生数の現状や、防犯活動の取り組みはど

のように行われているか？ 

→10 月末で県下第 3 位（ワースト）という状況ですが、平

成 15 年度は 4610 件、平成 17 年度は 4313 件と件数は

減少してきております。その理由としては、市民の防犯パ

トロールの効果が現れていると考えております。 

○さらに犯罪発生数を減らしていくために、「※青色防犯

灯」を取り入れて、市内に設置して見ては？ 

→自主防犯意識が高い地域に青色防犯灯を設置すれ

ば、犯罪抑止効果がさらに高まると考えております。試

験的に駐輪場に設置する検討をして参ります。 

○是非、設置する地域住民の意向なども聞いて、犯罪防

止策強化に努めていただきたいと思います。 

※青色防犯灯とは？→平成１２年にイギリス北部のグラスゴーという都市

で、景観向上策で街路灯をオレンジから青色に変えたところ、犯罪件数が

約１万件減少するという、副次効果が現れたということから始まった青い街

灯。日本では昨年の６月から奈良県警をはじめとする１７都市以上で設置

されており、各地で犯罪発生件数が減少する効果をあげている。埼玉県内

では未設置。 

政策提言が実現しました！ 

 

１２月議会の一般質問（抜粋） 

いじめの実態について 

★心の教育の充実をはかり、現場教員のフォローを！ 

○いじめによる痛ましい事件が後を絶ちません。このよう

な事件が根絶することを願って質問をさせていただきま

す。教育のまち「戸田」をスローガンに市政を運営してい

る本市でありますが、この度の事件の連鎖をうけて、市

内小中学校におけるいじめの実態について、包括的か

つ、総合的に、明確なデータをお示ししていただきたい。 

→１１月２８日に緊急調査をして、小学校は１６件、中学

校は５１件です。昨年に比べて小学校では６件、中学校

では４１件増加しております。 

○文科省の示す「いじめの定義※」は、いかようにもとれ

る基準であり、教師の尺度によってその認識が変わって

しまうという問題があります。（教師の見方によっては、継

続的かどうか、深刻かどうかはちがってしまうという問

題）戸田市の独自基準を作って子供を守る対策をとるべ

きではないか？ 

※いじめの定義とは？→①自分より弱い物に対して②身体的、心理的な

攻撃を継続的に加え③相手が深刻な苦痛を感じる、という文科省が定義

する、いじめかどうかを測定するためのもの 

→作るかどうかを含めて検討して参ります。 

○市のポータルサイトや小中学校のホームページのわ

かりやすいところに、いじめ相談の窓口等の案内を出し

て、わかりやすくしてはどうか？ 

→早速調査検討して参り、対処します。 

○心の教育を積極的に取り入れることを進めて、心と心

のやり取りを促す「構成的エンカウンター」や、対人関係

を能力を向上させる「ソーシャルスキルズトレーニング」

や、学級生活満足度、学校生活意欲尺度をはかるＱ－Ｕ

アンケートなど、先進的なサイコ・エデュケーションを導入

して、中期、長期の視点で人間関係の質を高める教育施

策を進めていくべきではないか？ 

→いずれにせよ、心の教育は非常に大切ですので、道

徳の充実を含め、しっかり心の教育に取り組みます。 

○来年度以降の「戸田の教育ビジョン」方針の中に、「い

じめ」に対応した具体的な政策を示し、いじめと正面から

向き合い、問題にしっかり対応できる戸田の教育方針を

示すべきでは？ 

→対応した教育方針を示して参りたいと思います。 

○生徒と向き合うのは教師です。現場の意見を大切にし

たフォロー体制の強化を要望します。 


